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近藤勝彦❖著

主イエスの十字架による「平和の福音」を告げる！
弱体化していると見られるキリスト教会を、神の絶大な力によって強くし、世にあ
る戦いの中で愛と平和に生かす、慰めと励ましのメッセージ。
本書に収録されているエフェソ書の説教は、著者の主著『キリスト教教義学』
（上下巻）の執筆と並行して準備されたものであり、著者の神学的主張を理解す
る上でも貴重な説教集。


